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1。目的

圧縮あるぃは由1ザ裁荷下条件下におけるコン7リ
ートの疲労特性|よ、すで

に数力く報烙されて、ヽろべ 『剛謝婦諺細牛下のうのは
~、二を数えろにすぎ

なし、つつ礼 こたらの7蹴議訪ち計鬼は、円柱あろしヽ|よ角相共試体左用ぃた圧

裂試験によって実施さ水て、ヽるため、
一軸引張痕勁

。ひずル関係を直叢興健

し、検討するには困難蒻 ろ。本研究は、均
―な=軸庭力状能の得られる純

;1蘭むけ尭式験によって、
~輔 |"凛蠅した力をうけるコンフリートのS~N

関係とひずみ挙動を明らヵヽこすることを目的としてぃる。

2。っかみ装置こ供討体

ョンクリートの絶;賜賭課験|よ、静的試験でさえし絶々 の困難さ之右してし、

る。柵 では、熱FM閥婦ケ試験に出要な謝 多検討したのち、フリクツ

ョングリップによう加力する方法を採用した。グリッアのMO長 さЧ貝順

の厚さあるし、1都鴫期晰外あ変イしによって、4共試体内部のカカ外布:』診響を

うけるのてヽ デリッアの寸法ゴ失誡因杉代の力数の期合tlこつt、てFEMニ

次え湘W嚇年による病力分布左検計し、最良と考えられるグリップと飾

の細合tを決定した。図
-1は、柵 した7 リ゙ッフセイズ隷木による試験状況

左只すもので鹿ろ。イメ自林は、 10x10X74 cLの 中 中央部に

30%の絞り2苑したしのである。図-21よ FEM解杵によろ伊静彰‖粘評

の人力分布を示すtのて油る。図より、採用した純引芳が激方法は、少なく

とし供樹沐中央部付迪ではえ好な
一輔1張A/7状鐙を生ずることがわかる。

3.則 と疲労識

イ史用tメントは普通ポルトランドセメン

トて協る̀組影材は最大寸法20 mmの砕

石(夕L堂2.63、 FMo ιら0)ぴあり、細

嘱材オは,1朽ひ(夕t奮2.57、FoM。2.82)で

沸る。ネミセヌント、約滑材および粗澤材

の幅 |よ、そたてk189、 350、

838お よい929 kO/mマ
゛
ある。供拭体

数麟 試験用80個、静課謝田 9イロお

よか琳 試躍瀾121回である。疲労試験は

総て材今8狙と9週の間で実施し、秩ヽ 8

週の静的強度(340k9/m2)を 鍋 基

季とした 上限応力E日轟詢魁還あ750、

77.5、 8QO、 82.5、 85.0、 87.5

%とし、下腕 力,LIよ総又8,0%とした。
図-1疲 労試験1た兄
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